
第１５回新城市若者議会

令和３年３月２２日（月）午後７時から午後９時

新城市議会 議場
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開 会 午後７時００分

１．若者議会議長あいさつ

○市園響議長 若者議会議長の市園です。若

者議会条例第６条第１項に基づき、

本日の進行を務めさせていただきます。

ただいまから新城市若者議会市長報告を行

います。

５月の第１回若者議会から私たちは、若者

が活躍できるまちを実現するべく、様々な活

動を行ってきました。８月の第６回の若者議

会では、政策中間報告を行い、担当課の方と

意見交換を行いました。１１月には若者議会

から市長へ答申し、令和３年度若者予算事業

計画を策定いたしました。

本日は、１１月に行った市長答申以降、４

つの事業についての進捗状況を報告させてい

ただくとともに、若者議会の運営方法等につ

いて報告させていただきたいと思います。

また、報告後に時間をいただき委員から今

期１年間の活動を振り返りさせていただきた

いと思います。

それでは、事業ごとの報告に移ります。

２．報告

○市園響議長 初めに、移住定住委員会によ

る「ビンゴｄｅ移住事業」です。発表者は、

村松 里恵（むらまつ りえ）委員です。

よろしくお願いします。

○村松里恵委員 移住定住委員会の村松里恵

です。

私たちは、「小さな子供を持つファミリ

ー」「新城を好きになり、地域と関わってく

れる人」「新城の魅力を発信してくれる人」

そんな人が新城に増えてほしいという思いか

ら、「ビンゴ de 移住」事業を答申しました。

答申後はビンゴの内容の詳細を、担当課と

の意見交換を含めて検討してきました。答申

時に考えた、“地域のイベントに参加しても

らい地域とのつながりを作ってもらう”“新

城の観光スポットに行って楽しんでもらう”

“ＳＮＳで新城市のいいところを発信しても

らう”という３つのテーマに沿った具体的な

内容となっており、ビンゴに参加することで

新城と関わることができ、新城の魅力を知る

こともできます。

ビンゴの報酬の詳細についても検討してき

ました。答申時は「新城の良さがわかり、新

城と関わることのできるような贈呈品」をビ

ンゴ 1列達成ごとに贈呈すると発表させて頂

きましたが、会議を重ねる中で、より移住者

の方の求めるものに沿うように、いくつかあ

る贈呈品の中から選んでもらうべきだと考え

ました。

そこで湯谷温泉の宿泊チケットや特産物セ

ットなど「新城市らしさ」というテーマの報

酬を中心に、生活必需品セットやファミリー

サポートといった移住者の「サポート」とな

るような報酬も用意し、私たちの思いを軸に

しながらも移住者を引きつける内容も盛り込

む形にしました。

さらに、ビンゴに使用するビンゴカードや

PR 用のチラシのデザイン案も検討しました。

目を引くようなインパクトのある、POP なデ

ザインにする予定です。

新城市は、年々人口が減少しており、若者

の減少も続いています。周りの同世代では都

会や近隣のもう少し大きな街へ出ていきたい

と口にする人や、実際に出て行ってしまう人

が多くいるのが事実です。しかし新城は、自

然が多く、子供がのびのびと育つ環境もあり、

都会へのアクセスもよく、魅力的なところが

たくさんあると私たちは強く感じています。

そして私たちのように新城を愛し、未来を考

える若者もこんなにいます。とても住みやす

く「丁度いい田舎」である、この「新城市」

にもっと人が増えてほしいと願っています。

この「ビンゴ de 移住」事業を通して新城

にファミリー層を呼び、将来を担う子供達に
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地元愛を持ってもらいたいです。そして、一

緒に新城市を盛り上げていきます。

以上で移住定住委員会からの発表を終了し

ます。

○市園響議長 ありがとうございました。自

席にお戻りください。次に、駅前・商店街開

発委員会による「感じてみりん！新城の桜プ

ロジェクト」事業です。発表者は、黒田 成

哉（くろだ せいや）委員です。

よろしくお願いします。

○黒田成哉委員 駅前・商店街開発委員会の

黒田成哉です。

私たちが新城駅に感じることは、「駅の雰

囲気の暗さ」と「人通りの少なさから感じる

寂しさ」です。このままでは新城市の玄関口

でもある新城駅がどんどん寂しく暗くなって

しまうのでないかといったことです。

そうしたことから、この新城駅をもっと元

気に明るくするために、私たち若者の視点で

何かできないかと考えてきました。

そこで、駅前にあった桜を活用し、桜の想

い出や歴史を残し続け、新城駅前が明るく元

気になる３つの提案をしました。

1つ目は、駅前にあった桜の木を活用した

看板作成です。この看板を作る理由は、桜の

歴史や思い出が、これからの新城駅に受け継

がれて欲しかったからです。答申後は色や具

体的なデザイン等を考えていきました。「よ

うこそ新城へ」の文字の色をピンク色にし、

桜の花びらもデザインすることでより華やか

なイメージになる予定です。

また、看板の裏側にはより親しみをもって

もらうため新城市のゆるキャラであるのんす

けと桜の木を看板に活用していることがわか

るように「桜の絵」をデザインします。

２つ目は、新しくリニューアルする新城駅

前のロータリー芝生広場の活用です。答申で

は新たな桜の木を植える案を提案しました。

地域の方からも前向きにご協力してくださる

と話をいただいたので「思い出を繋ぐ」とい

うことを重要視し、より良い他の案がないか

検討中です。

３つ目は、看板披露と私たちの活動報告イ

ベントです。イベントを行うことで、より多

くの方に新しい看板の存在を知ってもらうこ

とができます。答申以降は、イベントのタイ

ムスケジュールや内容、イベントを告知する

ポスターデザインを検討しました。イベント

の内容としては、私たち今期のメンバーから

事業の経緯について紹介をし、看板を披露し

ます。最後には記念撮影の時間を設け、地域

の方々と共に新たな新城駅前のスタートを切

りたいと考えています。そのほかにテープカ

ットやフォトスポットの設置、可能であれば

ドローンによる撮影など、イベントをより盛

り上げることができるものを用意する予定で

す。イベントの告知は、広報ほのかやポスタ

ーなどを活用していきます。

また、イベントに参加できなかった人のた

めに、当日の様子をティーズで放送していた

だく予定です。

私たちが新城駅前に今まで感じていた暗さ

や寂しさが、この桜を使った提案事業を行う

ことで、新城駅が明るく元気になっていって

ほしいと考えました。私たちは、植えられて

いた桜を再利用することで新しい世代に歴史

をつないでいきたいです。そして、新城駅を

もっと人の活気が集まる駅にし、本工事の計

画の際には市民の声を反映させた誰もが使い

やすい駅になるようにしてほしいです。

駅前を多くの市民の思いを繋ぐ場所にする

ことが目標です。私たちは今年度の若者議会

の任期が終了しても、この政策に関わり駅前

商店街をより良いものにできるよう協力して

いきます。

以上で駅前商店街開発委員会の発表を終わ

ります。

○市園響議長 ありがとうございました。自

席にお戻りください。次に、国際交流委員会
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による「ＰＯＮ×２ Ｂｏｎｄｓ事業」です。

発表者は、伊禮愛実（いれい あいみ）市外

委員です。よろしくお願いします。

○伊禮愛実市外委員 国際交流委員会の伊禮

愛実です。

私たちは答申後、事業名「ＰＯＮ×２ Ｂ

ｏｎｄｓ」に込められた“人々の憩いの場所

を作る”ために、小イベント、大イベントの

内容について、より細かい部分まで話し合い

を重ねました。

まず、６月に予定していた料理をテーマと

したイベントですが、コロナウイルスの影響

を考慮し内容を変更しました。同じ6月に国

際交流協会で防災イベントを企画していると

のことなので、これを小イベントの一つにし

ます。実行委員はこのイベントの準備段階か

ら参加し、イベントをどのように行うのか、

何か注意点はないか等を学び、８月の小イベ

ントの企画開催に生かしていきます。６月以

外の小イベントは答申通り、「出会う・繋が

る」をテーマとしたイベントを大イベント前

に、そして「深める・継続する」をテーマと

したイベントを大イベント後に行います。

大イベントでは、「触れる・学ぶ・理解す

る」をテーマに、異文化に触れてもらうこと

で、国籍や言語による壁をなくすきっかけを

作ります。ここでは、市内在住外国人の中で

もより人数が多いブラジル・ベトナムなどの

国のブースを出展し、彼らの文化をより知っ

てもらえるようにします。

大イベントでは全部で７個のブースとステ

ージ発表を予定しています。

食べ物ブースでは市内や近隣の市の外国料

理店に協力していただき、７カ国の料理を提

供します。

文化ブースは、様々な国の遊びを実際に体験

出来る場所にします。実際に体験することで、

より身近に感じることが出来るのではないで

しょうか。また教える側として豊橋技科大の

留学生を招くことも考えています。

衣装ブースでは、衣装を身につけて肌で文

化を感じ、写真も撮れるようにフォトスポッ

トも設置します。日本の着物、ベトナムのア

オザイなど７カ国、１６種類ほど準備します。

ステージも設置し、合唱やよさこいなどを市

民団体の方々に発表していただきます。また、

椅子を設置し料理を食べながら、ステージ発

表を楽しめるようにします。

市民団体の方々には応募形式で、市民団体

ブースへの展示ができるようにします。

国際交流協会ブースでは、展示や動画、説明

を通して、国際交流協会についての紹介を行

います。

若者議会ブースでは、７期メンバーが市民

の方と直接話せる場所として活用しようと考

えています。

私たち国際交流委員会は、市内に住む外国

人と日本人が、お互いに必要とし、助け合っ

ていけるような市にしたいと思い、この事業

を考えました。来年度に行われるイベント、

交流によって築かれたものを絶えず継続して

行きたいと思っています。現在、国際社会と

なっている日本ですが、未だに大きな壁があ

ると私たちは感じています。私たちが企画し

たイベントが新城市の外国人と日本人が繋が

る小さな一歩となり、その一歩が発端となっ

て大きな壁をみんなで壊すことができたらい

いなと強く思っています。将来、新城市がど

このだれからも愛される市となることを心か

ら願っています。

以上で国際交流委員会の発表を終わります。

○市園響議長 ありがとうございました。自

席にお戻りください。次に、観光・ＰＲ委員

会による「家族でしんしろってかん？事業」

です。発表者は、森下 華（もりした は

な）市外委員です。よろしくお願いします。

○森下華市外委員 観光・ＰＲ委員会の森下

華です。
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私たちは、心に残るような体験は歳を重ね

ても色褪せない大切な思い出となり、大人に

なってから旅行先を決める際にもそのような

子どもの頃の思い出を参考にしていることに

気付き事業を答申しました。

この事業を通して、都会では味わうことの

出来ない新城市ならではの自然や、それを活

かした体験をしてもらうことで、訪れた子ど

もたちに新城市の良さを知ってもらい、楽し

い思い出を心に残し、新城市に再び訪れるき

っかけとなって欲しいと思います。

新城市の強みを活かした体験イベントは、

夏と秋に各１回、１泊２日のテント泊で行い

ます。１１月の答申以降は、全体を通して達

成感が得られるようなポイント制のミッショ

ンの詳細を検討し、子供が全力で楽しめるよ

うなイべントになるよう考えました。

夏コースの自然と触れ合うことを中心とし

たプログラムでは、自然と触れ合うミッショ

ンをクリアーすることでバーベキューのデザ

ートを獲得できます。そしてバーベキューで

はメインのスウェーデントーチの準備をし、

各自で点火してもらいます。テント泊をした

２日目、第５期で提案されましたが新型コロ

ナの影響で実施できなかった、新城市で採掘

できるオパールを活用した「新城でオパろ

う」事業を希望者のみオプションで体験して

いただこうと考えました。

秋コースの自然の中で体を動かすことを中

心としたプログラムでは、宝探しミッション

とし、体を動かしてもらいます。

イベントのＰＲ方法である、ポスターやチ

ラシ、ＳＮＳに使用できるデザインやキャッ

チフレーズの案も考えたので参考にしてほし

いです。

私達は、世代に合わせた周知が必要だと思

いましたが、その中でも「子どもたちの心に

残るような事業にすること」を大切にしてき

ました。そのためには、新城市の魅力を実際

に体験し、感じてもらうことが重要だと考え

ています。今回はその魅力の一つである自然

をキャンプという手段で体験してもらい、心

に思い出を残そうと思いました。そして、そ

の思い出がいつの日か宝石のように光り輝い

て、新城市への永久パスポートになればと思

います。

以上で、観光・ＰＲ委員会の報告を終わり

ます。

○市園響議長 ありがとうございました。自

席にお戻りください。最後に、若者議会運営

改善プロジェクトチームです。順番は、「会

議の効率化」「活動をもっと広めたい」「若

者議会のステップアップ」発表者は、犬塚

百花合（いぬづか ゆかり）委員、多田 琴

香（ただ ことか）メンター、山本 彩生

（やまもと さいき）委員です。

よろしくお願いします。

○犬塚百花合委員 運営改善プロジェクト

会議の効率化チームの犬塚です。

会議の効率化では会議会場参加とオンライ

ン参加が混在している時、全員オンライン参

加の時、その他の３つテーマに絞り、それぞ

れの委員会で試してみた結果を交えながら話

し合いを進めてきました。

まず初めに、会議会場での参加とオンライ

ンでの参加が混在している時についてです。

オンラインでの参加者は会場の雰囲気が読み

づらく、意見を言うタイミングが難しいとの

意見が出ました。

また、会場で議論が盛り上がっているとき

に上手く議論に加われず、疎外感を感じると

の意見もありました。そこで、会場を繋ぐた

めのパソコンとは別に、オンライン参加者の

状況を確認できるパソコンを用意し、事務局

が常に確認することで、オンライン参加者へ

のフォローを充実させることを提案します。

次に、今年度多かった全員オンラインでの

会議についてです。対面時のようにホワイト

ボードを活用することができず、出た意見な
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ど、共有がしにくいという意見が出ました。

そこで私たちからは画面共有機能の活用を提

案します。これは強制ではなく基本的には各

委員会に活用方法は任せますが、前回の会議

内容の確認時や、何かを決める時、会議の最

後に決まったことを確認する時に活用してい

ただければと思います。多くの意見を出し合

う時は画面共有は使わず、出し終わった後に

使うことをお勧めします。

また、発言のタイミングが難しい時は、リ

アクションボタンで意思表示し、ファシリテ

ーターが優先的にあてていくのがいいと考え

ます。ボタンが押しにくい時や何名か重なっ

てしまう時はチャット機能を活用してもいい

ことにします。発言回数が少ない人もファシ

リテーターがあてていくよう心掛け、事務局

さんがサポートに入ることで、全員からの意

見をしっかり拾えるようにします。

３つ目は会議全般についてです。

それぞれの委員会の日程を調整する際、普段

使っているＬＩＮＥの日程調整機能を使って

います。

この機能では○×△で回答しますが、委員ご

とに○と△の捉え方が違っていたため、調整

して日付を決めても遅れてくる人が多く、会

議開始時間に少数しかいないなどがありまし

た。このことから、○はフル参加、△は遅刻

や早退などでコメント欄にどういった意味か

必ず入力するなどルールを定め、ルールに従

って回答するよう周知したらどうでしょうか。

遅れるけど出席できる者が多いときは、会議

開始時間を遅らせるなどの対応も事前にでき

ます。

会議の進行については、会議の最後に「ま

とめを書いて共有する人」「ブログを書く

人」などが決まると対応に苦慮するときがあ

ったため、最初に決めてから会議を始めたほ

うが良いと考えます。

また、意見が出づらくなったときなどは、

５分程度の休憩を挟むことも必要だと感じま

した。

最後に、次回の会議までに事例を調べたり、

意見出しをする、いわゆる”宿題”に関して

です。特に若者議会が始まった当初では、間

違った意見を出してしまうかもしれないとい

った不安や、どうやって意見を出したらいい

のか分からないと思う委員が多くいました。

特に１番目に投稿するのは勇気がいります。

しかし、意見が人それぞれ違うのは当たり前

です。「みんな違って、みんないい」を合言

葉に、多くの意見を事前に出し合って会議に

臨んでほしいです。提出方法も様々な形でや

ってきましたが、見返しやすいＬＩＮＥのノ

ート機能に統一することを提案します。

以上で、会議の効率化チームからの報告を

終わります。

○多田琴香メンター 運営改善プロジェクト

活動をもっと広めたいチームの多田琴香です。

よろしくお願いします。

私達は、若者議会の活動をもっと広め、

人々に若者議会についてより知ってもらうた

めの改善策を考えてきました。そこで、私達

の中で挙げられた３つの問題点をふまえて改

善策へと繋げていきたいと思います。

１つ目の問題点は、ブログの意識低下につ

いてです。ブログを書く際に明確なルールが

なかったため、書き方に戸惑うことがありま

した。そこで、ブログの質向上に繋がるよう

にガイドライン・見本を作成していただきた

いです。また、ＳＮＳを活用して委員同士で

拡散していくように、自ら発信する姿勢も大

事であると考えます。

２つ目は、ターゲットに合った周知ができ

ていないということです。私達は一緒に若者

議会に参加してほしい学生・社会人、若者議

会を応援してほしい市民の方の２つの層に分

けて周知方法を考えました。

まず、学生に対してはワークショップや出

前講座を行い、委員の生の声を聞いてもらう
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他、実際に若者議会の会議を体験してもらう

ことが大切だと考えました。また、学校にポ

スターなどを掲載することで、視覚的に情報

が入ってくるような発信の形もとっていくべ

きだと考えます。

次に社会人についてです。まず、市内の企

業へ若者議会の情報を発信していただきたい

です。その中で第５期若者議会の事業によっ

てできた企業との関わりも活用すべきだと考

えています。また、社会人にとっても会議は

参加しやすいということがわかるようにオン

ラインでの参加もできる旨を発信、またメン

バーの体験記も発信することで、様々な年代

の若者がどのように若者議会とプライベート

を両立しているかがわかり、自分事としてイ

メージしていただくことができます。そして、

報酬については大切な要素なので発信する必

要はありますが、報酬目的で若者議会に参加

してしまうと会議の質が落ちてしまうことが

懸念されるため、大々的とまではいかないよ

うにＰＲをしていただきたいです。さらには

写真や動画を用いたり、まちに出向いて青空

会議を行うなど実際の会議の様子を見てもら

うことも大切だと考えました。

最後に、市民の方に対しては、広報誌やテ

ィーズを活用することに重きを置くべきだと

思います。親世代の方には、若者議会は誰も

が参加できることを伝え、子ども達へ後押し

や参加を勧める動きをしてほしいです。その

ためにも各委員の参加した背景や成長した部

分などの要素についても発信していくべきだ

と思います。

３つ目は、委員自身が若者議会の成り立ち

や過去の政策など深いところまでよくわかっ

ていないということです。若者議会を知るた

めの仕組み作りとして、クイズ大会などで楽

しく若者議会について知る機会を設けたり、

キャッチコピーを作成することで、若者議会

をわかりやすく知ったり、伝えることも大切

だと考えます。さらに、委員同士で親睦を深

めることや、責任感をより持てるようにワー

クショップや出前講座では委員自らが発表す

ることが大切だと考えました。

以上です。来期以降の若者議会ではより積

極的な若者議会の発信をお願いいたします。

○山本彩生委員 運営改善プロジェクトステ

ップアップチームの山本彩生です。よろしく

お願いします。

私たちからは大きくわけて3つ、提案させ

ていただきます。

１つ目は市民の声を取り入れるというもの

です。市民の声の取り入れ方にもいくつか方

法があります。まず、市民の方がどういうこ

とが気になっているかを拾うため、若者議会

がはじまってすぐの５月頃、ピアゴなどの人

がたくさん集まる場所に出向き、意見を聞く

べきだと考えました。

次に、政策を検討している分野に精通して

いる人や団体との連携をとるというものです。

政策を検討していくうえで、より専門性が高

い意見が欲しいと感じることが多々あります。

そこで、担当課だけでなく知識がある市民や

専門家の方を頼り意見交換をするべきだと考

えました。

最後は、自分たちが考えた政策の内容や意

図を実際に自分たちの足で市民の方に伝えよ

うというものです。自分たちが出向くことで

より多くの思いが市民の方に伝わると思いま

す。場所はピアゴなどの人がたくさん集まる

場所、時期は答申後、政策案がより具体的に

なった２月頃に行うと効果的だと考えました。

２つ目は、市内にある小中学校へ向けてア

プローチを行うというものです。現役若者議

会委員が小中学生に説明をし、それを通じて

興味を持ってもらい１人でも多くの若者に将

来若者議会に関わってもらいたいという思い

からアプローチをするべきだと考えました。

小学生向けには新城に興味を持ってもらえる

ような内容、中学生向けには自分たちが考え
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たことを実行できる楽しさを実際に体験でき

るようなワークショップを行っていただきた

いです。中学生議会とも引き続き連携をして

いただき、これとは別に、先生にもアプロー

チを行い授業などで取り上げてもらうことも

重要だと考えました。

３つ目は若者議会のＯＢＯＧとの連携をと

るというものです。具体的には現在担当課と

行っているような意見交換をＯＢＯＧとも行

います。事務局とともに現役の委員とＯＢＯ

Ｇの仲をさらに深めれるようなものを企画し

ていただきたいと考えています。若者議会を

経験している先輩であるＯＢＯＧから意見を

貰うことで効率だけでなく政策の質もあがり、

さらに交流が生まれることで委員とＯＢＯＧ

間の関係が構築され連携しやすい環境も生ま

れるのではないでしょうか。

また、ＯＢＯＧ同士でも連携がとれるよう定

期的に集まる機会を作り、今後の若者議会の

在り方について話し合う場を設けていただき

たいです。

ステップアップすることで、若者議会をさら

に多くの市民の方に知ってもらうことができ、

知ってもらうことで若者議会の活性化に繋が

り、新城市がもっと活気のあるまちになるは

ずです。

以上で運営改善プロジェクトステップアッ

プチームからの報告を終わります。ありがと

うございました。

○市園響議長 ありがとうございました。自

席にお戻りください。

○松下まちづくり推進課長 それでは、活動

報告等も終わりましたので、若者議会から市

長に提言を行いたいと思います。

３．運営改善に関する提言

○市園響議長 令和３年３月２２日。

新城市長穂積亮次様。新城市若者議会第

６期議長市園響。提言書。若者議会にお

ける調査審議がより充実し、「若者が活

躍するまち」の形成を推進するため、若

者議会の運営に関する事項について下記

のとおり提言します。

１．会議の効率化について。

会議会場参加とオンライン参加が混在して

いる場合、オンライン参加者は場の雰囲気が

読みづらく意見が言いづらいため、会場全体

を繋ぐ端末とは別に、事務局がオンライン参

加者の状況を常に確認できる端末を用意する

など、特に配慮して会議を進めていただきた

い。

全員がオンライン参加の会議の場合、ホワ

イトボードなどが使えないことから議論の経

過が共有しづらいため、オンライン会議シス

テムの画面共有などの機能を有効に活用して

会議を進めていただきたい。

会議の日程を調整する際には、回答項目の

ルールを統一して周知していただきたい。

会議を進行する際には、最初に「当日の役

割を決めて確認すること」を徹底するととも

に、「状況に応じた休憩」を設けることも考

慮していただきたい。

次回会議までの事例調査や意見提出につい

ては、ＳＮＳの機能を活用するなど共有方法

を統一していただきたい。

２．活動内容の広報について。

委員等が自ら発信することへの意識を改善

することが必要であることから、若者議会の

ＳＮＳについて活動初期時点で周知し、自ら

情報を拡散するよう促していただきたい。

ブログ記事を投稿する際の参考となるよう、

「ブログのガイドライン」を作成していただ

きたい。

委員等が自ら発信するためには、若者議会

の成り立ちや位置づけ、過去の政策や実施さ

れるまでのプロセスを知ることが重要である

ことから、若者議会についてしっかりと学ぶ

機会を設けていただきたい。

学生、社会人又は若者以外の世代などター
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ゲットにあった周知を行っていただきたい。

３．若者議会のステップアップについて。

より多くの声を反映し、提案する政策の質

が高まるよう、多くの市民の意見を拾いに行

く機会を設けていただきたい。また、政策内

容の分野に関して精通している方や団体とも

意見交換ができる機会もあるとよい。

１人でも多くの若者に将来若者議会へ携わ

ってもらうため、市内学校でのワークショッ

プの開催やゲストティーチャーとしての授業

参加、中学生議会へのサポートを継続してい

ただきたい。

ノウハウやアドバイスを伝えられる機会を

設けられるよう、委員任期終了後も若者議会

に関わる仕組みを構築していただきたい。

現役委員とＯＢＯＧとの連携だけでなく、

ＯＢＯＧ同士でも連携が取れるよう定期的に

集まる機会を設け、今後の若者議会のあり方

などについて話し合う場を設けていただきた

い。

４．１年を振り返って

○市園響議長 続いて1年の振り返りを行い

ます。各委員順番にお願いします。

初めに、黒田成哉（くろだ せいや）委員お

願いします。

○黒田成哉委員 私はこの１年若者委員会を

通じて、いろいろなことを学びました。

もともと私自身、積極的に発言することが

すごく苦手だったんですが、この若者議会に

入ってから、積極的に発言することができる

機会が増えました。

また、今年１年通して私が所属していた駅

前商店街開発委員会では、いろいろな壁に当

たってきました。まず、工事が暫定であると

いうことから、とても政策を検討するのにも

時間をとってしまいました。その中でも自分

が委員長を務め、なかなか大変なことも多か

ったのですが、委員の皆さんや事務局さん、

メンター市民さんの方からの多大なるフォロ

ーをいただきながら、この1年間を過ごして

きました。

最初、委員長やるとなったときに、本当に

自分でこれから先委員をまとめていけるのか

な、本当に自分で大丈夫かな、というすごく

不安なことがありました。しかし、そこから

先、皆さんからフォローをいただいたり、事

務局さんからもフォローいただいたおかげで、

苦難を超えて今この場に立ってると思ってい

ます。

私自身が仕事をしながらであったため、た

びたび委員会に参加ができないこともありま

した。ですが、その中でも他の委員メンバー

の方がしっかりと進めてくれたおかげで、次

来たときでも、すぐ前回の議論の内容などが

頭に入ってきて、こうすればいいな、こうい

う考え方をすればいいんだという考え方を持

つことができました。そういった点から普段

から積極的に話さない私でも、この若者議会

を通して発言すると“何でも伝わるんだ、発

言しないと変わらないんだ”ということを改

めてもらいました。

この１年間の経験が現在私が仕事にしてい

ることでもかなり生かされていると思ってま

す。

この経験を来年からも、いろいろな場所で生

かし、もっといろいろな経験が積めるように

頑張っていきたいと考えています。

この場をもって、委員の皆様に、また市民

メンター、事務局さんの方にお礼を申し上げ

たいと思います。ありがとうございました。

なかなか自分自身がちょっと成長するのに時

間がかかったなという点がありましたが、こ

１年間委員長をやり、いろんな経験を通し、

さらに自分のステップアップにつなげられた

んではないかと感じています。この経験をさ

らにもっと深くし、これからの自分の生活に

も生かせるような、そんなよい経験にしてい

きたいと思っています。
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以上で終わります。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に古賀咲菜（こが さきな）委員です。よろ

しくお願いします。

○古賀咲菜委員 古賀咲菜です。私は新城の

どんなところが好きなんだろうか、これから

新城を知るどこかの誰かに何を伝えたいのだ

ろうか。

私は、観光ＰＲ委員会で政策を考えるとき、

この二つを常に意識していました。新城の発

展ってなんだろう。新城をもっと良くするっ

て何だろう。テーマパークができて、人がた

くさん来ること？大きなショッピングモール

ができて、綺麗なビルがたくさん建つこと？

もし、そうやって発展していくとするならば、

今ある新城の自然はどうなるのだろうか。今

ある人と人との繋がりはたくさんの人に流さ

れて、消えていくんだろうか。それって、本

当に発展してるって言っていいの？私は、新

城市には向かう場所でありながら、戻る場所

であってほしい。自然と歴史と人とが、緩や

かに溶け合ったすてきな場所になってほしい

と思っています。というより、新城の魅力は

そこだと思っています。だから、私はもっと

たくさんの人に新城を知ってほしいです。

観光ＰＲ委員会でキャンプ事業を考えられ

たことをうれしく思っています。この事業に

は、私が思う新城の好き、他のメンバーが思

う新城の好きが詰まっています。参加した方

の大切な思い出となることを願っています。

私は、若者議会で、自分とは違う面で違う

立場の方と話をすることで、様々な意見や考

え方を学びました。高校生の私にとってはと

ても貴重で大切な経験です。会議の中では、

この言葉が違ったな、もっとこういう言い方

にすればよかったと、自分の知識のなさや考

え方の甘さを反省することもありました。そ

して、自分と同年代の子の意見を聞き、刺激

を受けることも多かったと思います。

私はこれで高校３年生、受験生になります。

地域政策や都市情報を勉強できる大学に進学

するつもりです。1 年間の活動を通して、若

者議会で学んだこと、経験したことは、私に

とってとても大きなものになりました。

本当にありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。

次に松井暖実（まつい あつみ）委員です。

よろしくお願いします。

○松井暖実委員 私は国際交流委員会の委員

として、1年間活動してきました。

若者議会の活動を通して、私は、２つのこと

ができるようになりました。

1つ目は、自分の考えを相手に伝えること

です。若者議会に入る前までは、自分の意見

を相手に伝えることが苦手でした。初めの頃

は、発言するのに戸惑ってしまったり、自分

から話せなかったりしました。ですが、会議

を重ねるうちに、発言に対する苦手意識が減

り、自分から発言することができるようにな

りました。また、自分の考えを共有すること

の楽しさも知ることができました。

２つ目は、知らないことに興味を持つとい

う考え方です。私は、自分の世界を広げた

い！という想いもあって若者議会に応募した

ので、知らないことへの怖さはあまりありま

せんでした。しかし、若者議会の活動してい

く中で、私の想像以上に知らないことがあり、

だんだん、知らないことに対して、また知ら

ないことだなぁと不安に思うようになりまし

た。

私は、この1年間で、自分でわかるくらい

成長することができました。そして、新しい

目標も２つできました。それは、外国語を習

得することと、海外に行くことです。1年間、

国際交流委員会として活動をしていく中で、

外国の方と話せるようになりたい。海外に行

きたい。という思いが強くなりました。私が

これらを目標にできたきっかけは、国際交流
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委員会のメンバーがいたからです。国際交流

委員会には実際に２カ国語話せる子や、海外

に住んでいる子、外国語を勉強している子が

います。１年間一緒に活動をしていく中で、

かっこいいなぁという憧れから、私も他の委

員の子達のようになりたいという目標に変わ

りました。

もし、若者議会に入っていなかったら、憧

れで終わっていたと思います。成長する機会

だけでなく、新しい目標まで見つけることが

できた、若者議会に入れて本当に良かったで

す。

ありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に木戸ゆめ（きど ゆめ）委員です。よろし

くお願いします。

○木戸ゆめ委員 駅前商店街開発委員の木戸

ゆめです。よろしくお願いします。

２０２０年、この年は若者議会があったか

らこそ充実した 1年であったと言えます。コ

ロナ禍の中高校 1年生となった私。友達との

やり取りもＬＩＮＥ上のみ。普段喋るのも家

族だけ。そんな生活を約２ヶ月間過ごしてい

ました。その中でスタートした第 6期若者議

会は私にとって大きな救いの手でした。

慣れないオンライン会議で初対面の人と話

すことは緊張と不安で普段とは違った疲れが

ありましたが、コミュニケーションをとれる

ことの楽しさ、自分の意見が言える場がある

ことへの喜びがありました。当たり前だった

ことが当たり前に出来なくなってしまった時

期に大切なもの気付かされました。そして、

だんだんと「今日、若者議会ー！」と、家族

に言うのが楽しく感じていました。

若者議会へは「新城市のことをもっと知り

たい」「自身のスキルアップを図りたい」そ

う思い、参加をしました。新型コロナウィル

スの影響で、例年通りの活動というものは体

験出来なかったわけですが、今後主流になっ

てくるであろうオンライン会議というものを、

高校生である今の時期に体験し、課題を見つ

け、改善策を練る。オンラインというものに

重きを置く話し合いが出来たのも今年ならで

はだなと思い貴重な体験ができたと感じまし

た。

1 年を通して、「新城市のことをもっと知

りたい」という気持ちがより深まりました。

知らないことがたくさんあり、発見する度に

いつもとは違った見方ができているような気

がし、嬉しかったです。また、市長答申など

人前での発表は自分の大きな自信にもなりま

した。これは若者議会をやったからこそ出来

た経験であるし、誰にも奪われない最高の力

だと私は思います。そしてなにより、素敵な

仲間に出会えたことがとっても大きな喜びで

す。ここにいる仲間は目標とする人憧れる人

で溢れています。慣れたように話を回す姿、

自身の意見を相手が理解しやすいようにまと

めて、話す姿勢は私の今後の目標です。

若者議会を支えてくださっている事務局さ

ん、メンター職員の方々、送り迎えをしてく

れた親たくさんの人に支えられているから体

験出来た 1年だったと思います。自分の住ん

でいるこの新城市に「若者議会」があって本

当に良かった。そして参加して良かった。そ

う心から思えるような有意義な時間でした。

1年間ありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に村松里恵（むらまつ りえ）委員です。よ

ろしくお願いします。

○村松里恵委員 村松里恵です。

直前まで何を話そうかなとすごく考えていた

のですが、前の高校生の子たちが話してくれ

たことが本当に感動していて、すごく涙がで

そうな気持ちだったんですけど。

私も高校一年生の時に若者議会を知って、

当時１５歳だった私も今年で成人を迎え、２

０歳になりました。二期のときに参加して、
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議長として１年間やらせていただいて、すご

く貴重な経験ができたと思ったとともに、ま

ちづくりの楽しさをそこで知ることができま

した。「市について考えることってこんなに

楽しいんだ」とか、「人と議論することって

こんなにわくわくすることなんだ」というふ

うに心から思うことができました。

それからいろいろな市民活動にも携われさ

せていただいたですが。そのときに、「若者

議会って市民にそんなに知られてないんだよ。

何やってるか、あんまり伝わってないし」と

言われてしまいました。その時、私たちの思

いって伝わってないんだな。と思い、もどか

しく感じたのと悔しさを感じました。当時ま

だまだ心が弱かった私は、その言葉を聞いて

二度とまちづくりには参加したくないと思い

ました。

ですが、そんな私が今ここで若者議会の委

員として立っているのは、若者議会の委員の

みんなのおかげです。

二期三期はメンターとして関わっていました

が、四期五期は、ただの一市民として若者議

会を外から見ているだけだったのですが、外

から見ていて若者議会のメンバーがすごく悩

みながらも、市のことをまっすぐに考えて、

新城市のための政策を考えている。という姿

に勇気づけられて、やっぱり私ももう1回、

まちづくりに携わりたい。と思い、若者議会

ラストイヤーと称して今年参加していました。

６期に参加して思ったことは、「やっぱり

まちづくりは楽しい」ていうこと。と「議論

すること。市の政策について考えることって

やっぱり楽しい」ということでした。私が委

員として参加していた移住定住委員会は、す

ごく難しいテーマでなかなか議論が進まない

ことも多かったのですが、「まちがどんなふ

うになってったらいいんだろう」とか「こう

いう人が来たら、新城ってもっとよくなるん

じゃないかな」と想像するのがすごく楽しく

て、最終的にビンゴde移住という若者らしい

政策ができたんじゃないかなと思っています。

さっきのさっきまで「若者議会ラストイヤー、

もう、若者議会には携わらず、市民として、

見守ろう」と思っていたんですが、みんなの

熱い思いだったり、「若者議会に参加してよ

かった。本当に、心から持ってます」という

言葉を聞いて、やっぱりまだまだ若者議会に

携わっていきたいなっというふうに思いまし

たので、また来年も何かしらの形で使われた

らなっていうふうに思います。

１年間ありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に鳥居優衣（とりい ゆい）委員です。よろ

しくお願いします。

○鳥居優衣委員 高校一年生の鳥居優衣です。

私が、若者議会に入ろうと思った理由は、新

城市のために活動したり、もっと新城のこと

を知りたいと思ったからです。

私は駅前商店街開発委員に入りました。新

城駅はよく利用するし、桜の木がなくなって

しまったことに対して、私も新しい政策を一

緒に考えたいと思いました。駅前の雰囲気を

明るくするために、お花を植えたり、イルミ

ネーションをつけたりなど色んなアイデアを

出し合いました。管理や費用の面で上手くい

かなかったり、本当にやりたいことが何なの

か分からなくなったこともありました。何度

も話し合って、何度も考え直しました。新し

い政策を考えることの大変さを実感しました。

しかし、委員のメンバーと仲良くなって話

をしたり、笑いあったりするうちに絆が深ま

り政策を作りあげることができました。

また、初めてブログを書いた時は何から始

めて、どんなことを伝えればいいのか難しか

ったです。でも委員会を通して何回も書いて

いくうちに読む人に伝わりやすいようその日

のあった出来事を書くのが楽しくなっていき

ました。

今回初めて若者議会に入って、最初はただ
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聞いているだけで自分から意見を言うことが

出来ませんでした。ですが周りの人に助けら

れたり、会議を重ねていくうちに、自分の意

見を言うことに自信がつきました。若者議会

を通して自分の中で成長できたことがたくさ

んありました。また、新城市に対して様々な

意見を持っている人がいて、私はもっと新城

のことが好きになりました。

政策を一から考えることの大変さ、より良

い新城市になるようにたくさんの人が関わっ

ていることを知ることが出来ました。

１年間ありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に石内輝（いしうち ひかる）委員です。よ

ろしくお願いします。

○石内輝委員 石内輝です。若者議会のメン

バーの中ではぴかるんという愛称の方がお馴

染みだと思います。

まず初めに、僕が若者議会に立候補したり、

きっかけをお話したいと思います。私は、昨

年度の第５期から若者議会に応募しようと考

えていました。自分が住む新城についてしっ

かり考えてみたい。新城市の自然が好きだか

ら、もっと新城に深く関わりたいという思い

がありました。しかし、当時は高校入学が決

まったばかりで、高校生の忙しさというもの

が未知数でありました。その結果、「若者議

会と高校の両立上手くできるのかなぁ」と、

自分自身の弱さが出てしまい、第５期への応

募を断念してしまいました。しかし、高校

1年間の生活を通し、若者議会との両立、ま

た、若者議会経験者から、議会について話を

聞き、「よし、今度こそリベンジだ。」と思

い、この第６期に応募しました。

私が所属する移住定住委員会は、とても難

しいテーマです。それがゆえに、何度も何度

も、壁にぶつかりました。「移住してきて欲

しい人ってどんな人だろう」「その人を呼ぶ

にはどんな政策がいいんだろう」「ビンゴっ

て出たけど、中身は？報酬は？」何度も何度

も壁にぶつかっては振り出しに戻りそうに、

その繰り返しでした。

そして、自分自身も、積極的に意見を言う

ことができず、せっかく持っていた意見も、

そのまま言えずに終わってしまったというこ

ともありました。しかし、会議を重ねる中で、

勇気を持って、自分の意見を出してみよう。

と発言した時、「ぴかるんの意見めっちゃい

いじゃん。聞かれんの意見で。話が進んだ

よ。」という言葉をいただき、それが力にな

りました。そこで得た自信は、他の日常生活

でも繋がったと思います。

例えば、私は後期生徒会長に立候補しまし

た。それもこの若者議会で自信をもらえたか

らこそだと思います。また私は陸上部に所属

し、常に部活動が遅くまで行われることもあ

り、会議にはリモートでの参加や、電車の中

で聞くのみでの参加などがありました。それ

でも、しっかり自分の中では、会議に参加で

きて、自分自身大きく成長することができた

と、この第６期若者議会を通して感じていま

す。

来月から私は高校３年生、受験生となりま

す。受験生、また未知の忙しさがあると思い

ます。なので、第７期若者議会は、まだまだ

悩んでいるところです。しかし、新城市を思

う気持ちはずっと変わりません。新城市の自

然が好きだから、新城市の人が好きだから、

これからも、例え若者議会を続けられなくて

も、新城市について考えることは絶対にやめ

たくありません。

学校とは違う第２の学び舎“若者議会”、

ここで得たことは、この先もずっと活かされ

ていくと思います。いえ、活かしていきます。

若者議会のメンバー、担当課の皆様、支えて

くれた皆さんにお礼を申し上げたいと思いま

す。

ありがとうございました。

若者議会に参加することを決めて本当によ
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かったと思います。あの日の自分の決断は間

違いじゃなかったと確信しています。以上で

終わります。

ありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に犬塚百花合（いぬづか ゆかり）委員です。

よろしくお願いします。

○犬塚百花合委員 犬塚百花合です。私は普

段２人の子供を育てながら仕事をしています。

私が若者議会に入ったきっかけは、家に手

紙が届いたからでした。親として知らなけれ

ばと思いながら、行政について何も知らない

私は、ここに行けば何か変わるんじゃないか。

自分の世界を広げることができるのではない

かと思い、参加を決めました。若者議会に参

加してすぐは、どういう流れで政策ができあ

がるのか、具体的に想像することができず、

意見が言いにくいことも多くありました。

私たちの委員会は、空き家活用、独身男性

に向けての事業。転職を考えている人に向け

ての事業。移住を考えるきっかけを与える事

業。移住をしてきてくれた人に対しての事業

など、多くの意見が飛び交い、まとまるまで

に時間がかかりました。

ビンゴde移住という事業に決まってからも、

あらゆることで、意見に食い違いがあったり

とか、悩むことも多くありました。自分より

若い人と関わる機会が減っていた私にとって、

高校生のフレッシュな考えを聞く機会はとて

も刺激をもらえるいい機会でした。いろいろ

な人と関わっていく中で、他人との価値観の

違いを改めて感じたりもしました。他の委員

会のメンバーから、社会人としての意見を求

められたり、親として母親目線での意見を求

められたり、いろいろ人からどう思う？と言

われることについて、「自分の意見でいいの

でいいのかな」という思いも、ありながらも

頼ってもらえることに嬉しさを感じました。

委員会の中では、ファシリテーターを経験

させていただきました。短い会議の中で、多

くの意見を集め、まとめることがどれだけ難

しいのかを、実感しました。思っていること

は言ってみる。そこから意見が広まっていき、

よりよいものを生むことができるということ

も知りました。若者議会の活動を通して、自

分の駄目なところ、いいところを改めて知る

ことができました。そしていろいろ人と話し、

関わりを持つことで、自分の価値観を広げる

ことができ、新城についても知ることができ、

行政についても知ることができました。

若者議会に入って、若者議会に入る前、こう

なってたらいいなと思っていた自分になれた

と今感じています。最近、周りからも成長し

たねとよく言われます。ですが私はまだまだ

成長できると感じています。

来年度は、委員としてではなく違った目線、

違った立場で、若者議会との関わりを持てた

らなと考えています。これからも私は積極的

にいろいろなところへ参加していき、どんど

んどんどん成長していこうと思っています。

こういった場で、話せることも若者議会に参

加する特権といいますか。自分の成長できる

機会だなというふうに感じています。

約１年間、他の議会の活動を通して、とて

も自己成長できたと感じているし、これから

も、まだまだ、成長していきます。

ここにいる委員のメンバー、メンターさん。

事務局さん。皆さんのおかげで私は成長する

ことができました。

１年間ありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に矢口誠一郎（やぐち せいいちろう）委員

です。よろしくお願いします。

○矢口誠一郎委員 第６期若者議会、観光Ｐ

Ｒ委員会、矢口誠一郎と申します。

私はちょうど１年前、名古屋市からこの新

城に移住して参りました。

その時に、ふと若者議会の募集のポスターを
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見て、面白そうなことがあるなと思いチャレ

ンジしてみました。ただ、勢いでチャレンジ

してみたものの、「いやあ、僕って新城来た

ばっかなのに大丈夫かな」「新城のこと何も

知らないけど大丈夫かな」「友人、知人誰も

いないけどやっていけるかな」と不安に思う

ことが多くありました。ただ、会議を重ねて

いく中で、いろんな方から、「新城はここが

いいよ」「新城のこの飲食店おいしいよ」新

城の魅力をたくさん伝えていただくことがで

き、１年経った今では、地元名古屋の友人に

新城の観光なら任せてといえるようになれた

と思います。

私が所属していた観光ＰＲ委員会では、名

古屋市の名東区や長久手市の、お子様連れの

ご家族に新城に来ていただいて、キャンプを

楽しんでいただき、帰っていただくという事

業を考えて参りました。その中で、どうやっ

たら子供だけじゃなくて、家族全員に楽しん

でいただけるのか。また、どのようにしたら、

もう一度新城にきたいと思わせることができ

るのか。１人で頭を悩ませてしまう場面も多

くありました。ただ三人寄れば文殊の知恵と

いう言葉があるように、その時に１人で考え

込むんではなく、いろいろな他の委員の方の

意見を尋ねてみたりすることで、最終的には

よりよい政策が打ち出せたかなと思います。

私はこの若者議会に携わった１年間を通じ

て、他の方の意見に賛同して、その意見の意

図や価値感を考える、見抜く力が伸びたかな

と思います。また、他の方の意見に対して、

「その意見いいよね」とただ賛同するだけで

はなく、「その意見いいよね。ではもっとこ

うしてもっとこうよくなんじゃないか」と自

分の考えを、プラスして返して他の方が言っ

た意見がもっとより良くなるように応用でき

る力が身についたと思います。

今年は、新型コロナウイルスのこともあり、

なかなか思うように会議が進めなかったこと

も多々あると思いますが、そんなときこそ若

者議会に携わる多くの方々のおかげで、各委

員会とてもいい政策が打ち出せたのかなと思

います。

最後に、このような貴重で濃い１年間を与

えてくださった。市役所の方々、メンターさ

ん、市役所職員、また、第６期若者議会委員

会、若者議会に携わる多くの方々にお礼を申

しあげたいと思います。

ありがとうございました。

以上で私、矢口誠一郎の1年の振り返りを

終えさせていただきます。ご清聴ありがとう

ございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に脇田美雨（わきた みう）委員です。よろ

しくお願いします。

○脇田美雨委員 駅前商店街開発委員の脇田

美雨です。

私は友人に誘われて若者議会に入りました。

誘われた当時は入るか悩んでいましたが、新

しい何かを始めてみたいと思い、入ることを

決断しました。しかし、私は若者議会がどう

いったものかよくわからず、たくさんの不安

がありました。学校の用事で会議に参加しな

かったら怒られるんじゃないか。話について

いけなかったら飽きれられるんじゃないか。

見当違いのことをしゃべってしまうんじゃな

いかなどなど、悩んでいました。初めての会

議ではみんな緊張しながらも、自分の意見を

はっきりと発言していましたが、私はうまく

しゃべることができませんでした。自分が場

違いな気がして、不安になることもありまし

たが、会議を重ねるたびにその不安はなくな

りました。私が心配していたようなことは一

切なく、雰囲気も明るく、意見が出しやすい

楽しいものでした。

会議は楽しくもありましたが、もちろん難

しいこともありました。意見がなかなか出ず、

会議が進まない時や、自分たちの考えが思う

ようにいかないときもありました。そのたび
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に、みんなで頭を抱えて悩みましたが、何と

か政策を形にすることができました。政策を

作ることは難しいことだろうとは思っていた

けれど、ここまで難しいとは思いませんでし

た。私は高校３年生で生徒会活動をやってい

ました。学校の生徒会活動で何かを提案する

時は、先生たちがフォローをしてくれたので、

比較的簡単に提案することができました。し

かし、政策となるとメリット・デメリットを

考えたり、市の方の意見を取り入れたり、政

策案が通らない場合の想定をしたりと、一つ

の政策を作るまでに様々なことを考える必要

がありました。大変だなと思いつつも、自分

たちがやっていることはすごいことなんだな

と実感することができました。

1 年を通して、若者議会からはたくさんの

経験を得ることができました。私は４月から、

洋菓子の専門学校に通います。お菓子づくり

と政策を考えることは似ていると感じます。

失敗を重ねながらも、誰かのために何かを作

りたいと感じることや、いろんな人から意見

をもらいながら、良くしていくことなど、た

くさん共通点があると思います。若者議会で

の経験を、専門学校でも生かしていきたいと

考えています。

去年の 4月、若者委員会に入るという決断

をしてよかったです。この議会のおかげで、

とても楽しい 1年になりました。

ありがとうございました。以上です。ご清

聴ありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に井上文誉（いのうえ ふみたか）委員です。

よろしくお願いします。

○井上文誉委員 移住定住委員会の井上文誉

です。僕は第５期若者議会から委員として活

動してきて、その１年を通して身につけるこ

とのできた経験を役に立てたいという思いか

ら、移住定住委員会の委員長をやらせていた

だきました。

自分は第５期若者議会では、情報発信委員

会で活動させていただきました。その１年間

活動をした中でよかった点や、少し今でも後

悔している点などがあり、それを少しでも第

６期若者議会に活用することができたらと思

いながら活動をしてきました。やはり委員長

となると、いろいろとやらないといけないこ

とが増えると感じ少し不安を持っていました。

ですが、移住定住委員会のメンバーやメンタ

ー、職員の方々にサポートしていただいたお

かげで、自分のミスをカバーしてもらうこと

で何とか１年間やっていけたと思っています。

特に移住定住委員会のメンバーにはとても感

謝しています。

また、移住定住というテーマを選んだこと

から多くのことを学ぶことができました。前

期では、情報発信委員会に所属し活動してい

た中で、新城市の観光地や他の地域の方々に

広めたいこと、良いところを学ぶことができ

ました。さらに、移住定住委員会で活動して

いく中で、その時には気づくことができなか

った、新城市に住むという観点から考えたと

きの良い点、お勧めしたい点をたくさん見つ

けることができました。新城市には他の地域

にはない特徴も多々あり、多くの人々にその

お勧めしたいところを広めていきたいと考え

るよい機会になりました。

前期、今期と約２年間若者議会に携わって

きましたが、特にこの第６期若者議会では、

委員長やＺＯＯＭでの会議など、初めてのこ

とを多く経験することができ、とてもよい経

験になったと思っています。

１年間、本当にありがとうございました。

以上で終わります。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に山本彩生（やまもと さいき）委員です。

よろしくお願いします。

○山本彩生委員 国際交流委員会の山本彩生

です。
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私は今年度若者議会２年目でした。１年目

である昨年はとにかく必死でした。自分が今

まであまり考えたことの無いような分野の政

策検討、大学生や大人との意見交換。昨年必

死にやって経験を積んだおかげで今年は少し

余裕をもってやることが出来たのではないか

と思っています。考えていた政策は２年間で

違いましたが、昨年の経験はとても役に立ち

ました。新城市について知ることは新城市に

ついて考える上でどんなものにも応用できる

んだなと感じました。これからは今以上にも

っと新城市について知っていきたいです。

また、私は全国まちづくり若者サミットに

も参加させていただきました。全国の若者団

体と交流し、意見交換することは中々できな

い経験だと思います。意見交換の中で、ほか

の団体の方から、「新城市ってすごい！若者

議会ってすごい！」と何回も言っていただけ

ました。自分では、日々やってる中でこれで

合っているのか、しっかり政策を検討できて

いるのかと不安になることが多いです。しか

し、外に出た時に若者議会の活動を認めてく

ださる方がいたのはとても嬉しかったです。

それだけでなく、「高校生なのにこれだけ考

えられてるのはすごいよ。中々できることじ

ゃない。」とも言っていただくことがありま

した。こう言っていただけたのは間違いなく

若者議会のおかげです。

若者議会で、今まで考えてこなかった新城

市について考え、自分と違う視点をもった人

と意見交換をしたからこそ自分の考えの幅が

広がったと思います。

若者議会は自分も楽しく色々なことを経験

出来る最高の場所です。若者議会の魅力は言

葉では言い表すことが出来ません。若者議会

が大好きです！成長できる場所、視野が広が

る場所を作ってくださった新城市には感謝し

かありません。本当にありがとうございまし

た。２年間の若者議会での経験を生かしてこ

れからもさまざなことに挑戦し頑張り、いず

れは新城市に若者議会での経験を還元出来る

ような取り組みをしていきたいと思っていま

す。以上です。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に益子アイメ（ますこ あいめ）委員です。

よろしくお願いします。

○益子アイメ委員 国際交流委員会の益子ア

イメです。

私は、若者議会に参加して、２年目となり

ます。昨年度は情報発信委員会に所属してお

り、新城の良いところ、新城外に発信してい

く活動をさせていただきました。ですが、今

年は新城市内に目を向けて、年々増えつつあ

る外国人のサポートをする活動をしたいと考

えました。

私が国際交流委員会として、活動する一番

大きなきっかけとなったのは母です。母は数

年前から、新城市内の外国人のサポートを行

っており、今年度は新城市内の小中学校の外

国人生徒のサポートをしてきました。私自身、

日本人ではありませんが、幼稚園のころから

日本の学校に通っているため、特に何か困っ

たことはありません。ですが、周りの外国人

を見て、母の話を聞いていると、まだまだ外

国人が暮らしやすいまちではないなと感じま

した。学校から届く連絡の意味がわからない。

地域の方々とのコミュニケーションが取れな

い。そういった問題を、どうにかして解決し

たいなと思いました。ですが、そんな大きな

問題を高校生に何ができるのだろうかと思う

ことがありました。国際交流委員会の他の委

員と一緒に、この問題について考えていく中

で、まずはお互いについて知ることが大切だ

と考えました。

今年度の若者議会の活動を通して、私が一

番大きく感じたのは、どんなに大きな問題で

も少しずつ、まずはその問題をよく知ること

が大切だということです。どんな問題でも小

さな一歩を踏み出していけば、仲間と一緒に
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解決することができる。高校生にでもできる

ことはあるということを学びました。

そんな学びの場、成長できる場を与えてく

ださった若者議会には感謝しかありません。

１年間ありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に城所邑衣（きどころ さとえ）委員です。

よろしくお願いします。

○城所邑衣委員 城所邑衣です。

私はこの１年間観光ＰＲ委員会の委員長と

して活動してきました。入った当初は、高校

生になったばかり。会議をどのように進めて

いくのかがわからない。コロナウイルスが広

まったこともあり、不安なことばかりでした。

しかし、実際に活動していくと想像していた

よりも雰囲気が暖かく、落ち着いて会議をす

ることができました。そして、観光ＰＲ委員

会の代表として市長答申で発表したり、富田

林市の方々とＺＯＯＭを使い、オンラインで

交流したりと、とても貴重な経験をすること

ができました。

入って当初の私は自分に自信がなく、皆の

前で発表することがあまり得意ではありませ

んでした。しかし、何度も会議に参加してい

くうちに、発言を受けれてくれることに安心

し、発言することへの怖さがなくなり、自分

の意見に自信を持って話せること話せるよう

になりました。若者議会に入ってから、周り

の人から今までより明るくなったねと言われ

ることが増えたように感じます。ここまで自

分を変えることができたのは、この若者議会

のおかげです。

事務局や市役所の方々、メンターや役員の

皆様、ありがとうございました。このたくさ

んの経験を、今後の人生に生かしていきたい

と思います。

１年間、本当にありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に佐々木香奈実（ささき かなみ）市外委員

です。よろしくお願いします。

○佐々木香奈実市外委員 皆さん、台湾から

こんばんは。佐々木香奈実です。

私はこの１年間、市外委員を務めさせてい

ただきました。この１年間の活動を通してよ

かった思う点が３点あったのでお伝えします。

まず１点目はＺＯＯＭでの会議が増えたこ

とです。私は現在台湾の大学に通っています。

なので台湾に来てからは、新城に関わりたい、

若者議会に関わりたい、というのもずっと我

慢していました。でもこうして今期新型コロ

ナウイルスの影響もあってＺＯＯＭでの会議

も増え、海外からでも新城のために若者議会

のために何かすることができて本当にうれし

かったです。

２点目は、私は今年で３年目の若者議会に

なったのですが、２期、３期で高校生として

参加をしていたとき周りの自分の年上の人か

らたくさんのことを学べて、本当に成長ので

きる場だなぁと感じていました。なので６期

に立候補したときに、私もあのときみたいに

高校生の子たちにいい影響を与えられるよう

にしたいなと意気込んでいたのですが、実際

会議をしてみて、私の方が高校生のメンバー

の子たちから学ぶことの方が多くて、本当に

どの年代の人が参加しても、高校生とて、大

学生として、社会人としてどの世代でも新し

い発見があったりとか成長ができる場所なん

だなと改めて気づくことができました。

そして３点目は、この会議、１年間の話し

合いを通して、同じ委員会の仲間たちと出会

うことができたことです。私は今台湾にいる

ので日本人の友人、ましては自分より年下の

子と関わることは本当に少ないです。でもこ

の１年間の活動を通してただの仲間ではなく

て、一人の友人になれたのではないかと思っ

ています。若者議会はもちろん学びの場であ

り、成長の場であるのですが、それに加えて

新しい出会いのある場所だなと思いました。
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これからも若者議会に関わる若者がどんどん

増えて、そんなみんながどんどん成長してい

ってもらえたらうれしいなと思います。

１年間とっても楽しかったです。ありがと

うございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に森下華（もりした はな）市外委員です。

よろしくお願いします。

○森下華市外委員 観ＰＲ委員会の森下華で

す。

私は幼い頃から新城市の史跡を観光するこ

とが好きで、新城市に興味を持っていました。

また、若者議会に参加していた友人への憧れ

と友人の後押しもあり、参加することを決め

ました。市政やまちづくりを縁遠いものと感

じていたため不安もありましたが、若者議会

の活動はとてもやりがいがあり、１年間の活

動を通して自分を成長させることが出来たと

思います。また新城市がもっと大好きになり

ました。

年齢や立場の違う人と話し合う機会があま

り無かったため、自分には無い視点を知るこ

とが出来るのはとても新鮮で、気づくことが

たくさんありました。特に印象に残ったのは、

「観光がさらなる魅力の向上につながる」と

いうことです。委員会のメンバーと話し合う

中で、訪れる人の輪が広がり、様々な人から

意見をいただくことで事業を改善することが

でき、新城市の魅力の向上や成長につなげる

ことができるという視点があることを知りま

した。このような、様々な意見に触れて視野

を広げられることはとても貴重な経験だと思

います。以前の自分より多角的な視点から物

事を捉えられるようになったのではないかと

思います。

また、私はこれまで観光は知名度を上げた

り多くの人に訪れてもらったりすることを目

的としていると考えていましたが、それだけ

ではなく市の成長にも関わると知り、まちづ

くりの一環としての観光業に興味を持ちまし

た。将来は、まちづくりや観光に関する職業

に就き、若者議会での経験を活かしてまちと

観光業の持続的な成長のためのサイクルをつ

くることを実現させたいと考えるようになり

ました。

私は自分の意見を伝えたりひとつのことを

続けたりすることが苦手で、新しいことに挑

戦しようと思っても始める前からやめてしま

うことがありました。しかし、1年間多くの

ことを考えメンバーと話し合い、政策を形に

できたことは大きな自信になりました。若者

議会での経験と活動を通して得た自信を糧に、

積極的に新たなことに挑戦していきたいと思

います。また私が若者議会に参加することに

なったのは友人の存在でした。そして活動を

通して多くの人と出会い、自分の世界を広げ

ることができました。このような人とのつな

がりをこれからも大切にしていきたいと思い

ます。

ありがとうございました。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に犬丸央都（いぬまる ひろと）市外委員で

す。よろしくお願いします。

○犬丸央都市外委員 市外委員の犬丸央都で

す。

私は名古屋市に住んでいて、大学生になる

までは、新城市に来たことがありませんでし

た。そんな新城市で若者議会をやるきっかけ

になったのは、自分の大学の先輩であり、第

２期、第３期で市外委員としてやられていた

先輩がいるのですが、その先輩にやってみた

らと言われたのがきっかけでした。最初は、

訪れたことない新城市で若者議会をやるとい

うのはとても心配でした。しかし、その一言

の単純なきっかけだったのですが思い切って

チャレンジするっていうのは、今改めて大切

だなって思いました。

そして、その若者議会に入ってから、改め



－20－

て自分は新城市のことを全然知らないんだな

と思いました。私は、観光ＰＲ委員会に所属

していたのですが、その最初の委員会のとき

に他の委員の人たちが出す意見と、自分が思

っている意見というのは全然違いました。

「なんでそういう意見なんだろうな」とすご

く思いましたし、でもそれをあれがこうでこ

うなんだというように、自分で自分なりに解

釈して理解していくことで、新城のことをち

ょっとでも知れたんじゃないかなと思いまし

た。そのように、新城に住んでいるからこそ、

わかることと、住んでいないからわかること

っていう二つのことがあったと自分では思い

ましたので、そこで初めて違いとしてあるか

らこその意見が出すためじゃないかなと思い

ました。

この１年自分は市外委員として、何ができ

るかというのを頭に置いてやってきました。

この市外委員として何ができるかというのを

考え、生かしていくというのは、とても難し

いことでした。しかし、それにはとてもやり

がいというものを感じました。

私は今大学で、まちづくりであったり、ジ

オグラフィックインフォメーションシステム、

ジオグラフィックインフォメーションサイエ

ンスという、ＧＩＳというものを学んでいま

す。この若者議会全体で学んできたこともそ

うですし、何よりも自分が所属していた観光

ＰＲ委員会で学んできたことというのは、こ

れからの自分の大学で学んでいくことにもす

ごく、すごく生かせるんじゃないかなと思っ

ています。

改めて1年間ありがとうございました。以

上で終わります。ご清聴ありがとうございま

した。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に伊禮愛実（いれい あいみ）市外委員です。

よろしくお願いします。

○伊禮愛実市外委員 国際交流委員会の伊禮

愛実です。１年前の私は新しい環境をあまり

好みませんでした。

なので、挑戦するということに対して少し抵

抗がありました。

６期の若者議会に応募する時も少し不安でし

たが、５期に参加していたアイメさんが「一

緒にやろ！」と言ってくれたので、今期の若

者議会そして国際交流委員会に参加すること

ができました。

私たちの委員会ではまずは新城の問題をみ

んなであげていき、それについてどう解決し

ていくか、たくさん話し合いました。自分が

体験した豊川万博を新城でもやったらおもし

ろいと思い提案したらメンバーのみんなが賛

成してくれて、そこから案が広がっていきま

した。そして、小イベント大イベントと様々

なことがきまっていきました。1年間の話し

合いを通し、改めて何かを決めるのは簡単じ

ゃないんだなと感じました。例えば、小イベ

ント大イベントをやる！と決めたのはいいけ

ど、じゃあ、何をするのか、どこでやるのか、

誰がやるのか、全てを決めなくてはいけなく、

会議がなかなか進まない時もありました。で

すが、柔軟な発想を持つ人が多く、意外な意

見が出たりして、あーこーゆー考え方もある

んだなとすごく勉強になることが多かったで

す。意見を言うのは好きだけど、自分の思い

や考えをちゃんとした日本語で伝えるのが苦

手な私の話を、みんなしっかり聞いてくれて、

その意見をより面白くレベルアップしてくれ

たメンバーには感謝しています。

市外委員という立場でしたが、国際交流委

員会の中でも外国人としての意見を出し、メ

ンバーみんなとの意見を合わせて良い事業を

考えられたのではないかと思います。来年に

は、このＰＯＮ✕２ Ｂｏｎｄｓ事業が行わ

れると思いますが、コロナウイルスの感染が

少なくなり、延期や中止などにならずに無事

開催出来、他の委員の事業も全てうまくいく

ことを願っています。
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この１年間で、新しい仲間、友達、知り合

いが増え、もっともっと続けたいなという気

持ちが強くなりました。みんなと離れたくな

いけど、お互いに切磋琢磨出来て良かったで

す。

改めて１年間ありがとうございました。以

上です。

○市園響議長 ありがとうございました。次

に永井陽真（ながい ようま）市外委員です。

よろしくお願いします。

○永井陽真市外委員 市外委員の永井陽真で

す。

私は、若者議会を経験して、重要だと感じ

たことが３つあります。

１つ目は、長期的な視点を持つことです。

私は、駅前商店街開発委員会で新城駅前をテ

ーマとした事業を行いました。事業の政策を

考えていく段階で、５年後１０年後の新城駅

前や駅前周辺はどのようになっているのかを

予測することや、どうなっていてほしいかを

考えることが大切だとわかりました。特に新

城駅前はリニューアル工事を現在行っており、

工事が終わった後の５年後１０年後の駅前の

将来について委員会で考えたことは、とても

意義があることだと思いました。長期的な視

点を含め、多角的な視点で物事を考えること

が非常に重要であるということを、実際の活

動を通して改めて感じました。

２つ目は、何のために政策を行うのかとい

う理由、目的を明確にすることです。何らか

の問題があり、それを解決するために政策を

実行するので、政策を検討する上での理由や

目的は重要になります。目的、理由がまとま

っていなかったり、会議の内容が本来の目的

とずれていたりすると、政策の手段や内容が

定まらないことになります。実際に私は会議

を何回もしていくうちに、何のためにという

理由や目的を意識することが少なくなり、委

員会としても理由や目的の意識や共有が十分

ではなく、内容がなかなか決まらない時期も

ありました。そういう時には、委員全員で理

由、目的を明確にして共有することで、内容

の方向性を決めることができました。議論が

行き詰まったり、内容がなかなか決まらなか

ったりした場合には、政策の対象者や目的を

委員全員で共有して再確認することが大切だ

と感じました。

３つ目は繋がりです。繋がりは駅前商店街

開発委員会の政策のキーワードの一つになっ

ています。私は若者議会の活動を通して、ま

ちづくりの根幹は、人と人との繋がり、人と

地域との繋がりだと感じました。特にこの

1 年間はコロナ禍であり、人と会うことを制

限されていたので、人の繋がりの重要性をよ

り感じることになりました。若者議会の委員

を経験して、新城市の知らなかったことを知

ることができ、また、今まで意識してこなか

った物事について考えるきっかけができまし

た。そして、多くの貴重な経験をさせていた

だきました。例えば、今現在行っているよう

に、議場で話すということや、市議会議員の

方々との意見交換、委員会の中でファシリテ

ーターをしたことです。このような経験を学

生のうちに、若者議会の活動を通してできた

ことは、自らの成長に繋がったと感じていま

す。

私は市外委員ということもあり、ＺＯＯＭ

での参加が多かったですが、事務局や他の委

員の方々、メンターのサポートもあり、積極

的に議論に参加することができました。この

場を借りて、感謝します。ありがとうござい

ます。

以上で終わります。ありがとうございまし

た。

○市園響議長 ありがとうございました。最

後に熊崎龍輝（くまざき りゅうき）副議長

です。よろしくお願いします。

○熊崎龍輝副議長 副議長の熊崎龍輝です。
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私はこの 1年間、若者議会の一員として活

動させていただきました。こういった活動を

するのは初めてで、「最初はどうすればいい

んだろう」や「しっかりとできるかな」など、

戸惑いや不安に溢れていました。ですが、実

際に活動が始まると事務局の方や他の委員さ

んたちが手助けをしてくださり、初めに感じ

ていた不安などはすぐに取り払われていきま

した。これまで活動することができ、今こう

してこの場に立っていられるのは、若者議会

の関係者の皆様のおかげであると強く感じて

います。

私が若者議会を経験し得ることができたも

の、その一つは、勇気であると思います。

私は今まで前に立って何かをするということ

があまりできませんでした。何か活動する際

にも、周りの人の一歩後ろになって、代表と

なって何かをするというよりは、目立たない

位置でひっそりと何かをするという性格でし

た。それは自分が代表になって、失敗したら

どうしようという恐怖ばかりが私の心にあり、

前に立ってみようという勇気が生まれなかっ

たことが原因だと思います。しかし、この若

者議会に入れたことで、自分も少しは変わる

ことができたのかなと思います。少し前にも

大勢の人の前で話す機会をいただきましたが、

若者議会を経験する前の私にはそこで話す勇

気はなかったと思います。若者議会に参加す

るかを悩んでいた時に、同じ高校に通う先輩

がやってみたらいいよ。大丈夫。失敗しても

周りの人が助けてくれるからと背中を押して

くださり、他の委員の方や事務局の皆さんが

心配しないで、みんなで助け合っていこうと、

支えてくださったからこそ、この勇気を得る

ことができたのだと思います。

次に得ることができてよかったなと感じる

ものは、物事にはとらえ方が幾つもあり、人

によって大きく変わることがあるということ

を、言葉だけでなく、肌で実感することがで

きたことです。今までは同じ地域で育ち、同

じぐらいの年代の人と話すことがほとんどで

した。そんな状況が変化したのも、若者議会

に参加したからだと思います。同じ新城に住

む委員さんでも、自分の住んでいる区と離れ

た区に住む方がいたり、市外委員さんたちは、

新城とは違う場所に住んでいたりと、幅は広

くあります。そして、年齢でも、今までは上

にも下にも２年、それぐらい歳が違う人と話

す機会が多かったのですが、委員さんの中で

も、今までよりも広い年代の方々、そして市

の職員の方や市議会の方々といった、今まで

話す機会がなかった人とも意見を交換するこ

とができ、自分では気づくことができなかっ

たこと。考えが及ばなかったことの存在を知

ることができ、自分の物事に対するとらえ方、

視野が大きく広がったと感じています。

こうして私に足りなかった様々なことを学

ぶことができた若者議会にとても感謝してい

ます。この 1 年は大変なこともあったけれど、

とても楽しかったこともまた事実です。

短い間ではありましたが、貴重な機会と楽

しい時間をありがとうございました。

５．市議会議長あいさつ

○市園響議長 ありがとうございました。そ

れでは、続いてお忙しい中ご出席いただきま

した、鈴木市議会議長様からごあいさつをい

ただきたいと思います。

○鈴木達雄市議会議長 若者議会の委員の皆

様、本当に今、皆さんの言葉を聞いて胸がい

っぱいになってしまいました。本当に若者議

会が新城にあってよかったなと、そんな思い

でいっぱいでございます。そして、「これだ

から若者議会はやめられないぞ」というよう

な気持ちも思いました。この皆さんの思いが、

そして、この１年の元気な活動が私ども新城

市民にとって大きな力になってるなと実感し

たところであります。また、これからも皆さ

んがこの議会で得た経験を是非とも、次のス

テップに生かしていっていただければ、本当
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に私たちも嬉しいなと思います。

今年は、やはりコロナが影響してリモート

会議というものが多かったかなと思います。

私たちはそれにあまり慣れないものですから、

なかなか意見を言い合うということが難しい。

やっぱり直接会って話をするのがいいなとい

うなこと思いましたが、皆さんの世代になり

ますと、その辺は違和感なくというような気

持ちで聞いていました。これからはやはり目

の前で言う方だけではなくやはり全世界、そ

れぞれの地域の人の多くの違う意見を聞いて、

このまちを考えていくということが大切だな

と思います。

国際交流の事業を提案されておりましたけ

れども、その提案を聞いてもそのように考え

ました。

また、目の前の新城駅を綺麗で明るくして、

この市を活気づけようという、その目の前の

足元の事業を提案されたこと。これについて

も、本当に私納得といいましょうか。やはり

地域の人が、その場所で生きていくという、

そのもとになるものそこにあるんだなという

ことを思いました。

また若者議会の運営に関してですね、この

先の提案もしていただきました。その中の提

案でありますが、会議の効率化であり、広報

活動というような提案もありました。私ども

の議会も、議会改革うんぬんというような、

一生懸命、アピールしながらやろうとしてる

わけでございますけども、皆さんの提案が非

常に私共にとっても使えるなということも受

けとめました。参考にさせていただきたいと

思います。

この、私ども１８人の議会議員がいますけ

ども、ここに見える２１人皆さんが、この先

このまま新城市議会の議員になっていただけ

れば、もっとこの新城よくなっよくなるんじ

ゃないかな。そんなことをほんと純粋に思っ

たところです。これからもこの１年の皆さん

の経験、絶対に役に立つと思います。この経

験をぜひ生かして、これから皆さんの人生を

豊かに、力強く歩んでいっていただきたいな

と思います。

そして、よく言えばこの新城市の力の一つに、

なってこのまちを活気づけていただきたいな

ということも思いました。

本当に今日は、１年間皆さんの活動の報告

を聞いて、私も勉強させいただきました。

ありがとうございました。終わります。

６．市長あいさつ

○市園響議長 ありがとうございました。最

後に、穂積市長からごあいさつをいただきた

いと思います。

○穂積亮次市長 第１回から１５回を数える

会議となりました。今日は最後の第６期若者

議会の会議となるかと思います。最初にこの

議場でお会いしてから、１年経ちました。大

変目まぐるしく動く１年でした。特に今年は

コロナという、世界中の人々が直面するもの

を我々一人一人も同じように、直面をしなが

ら、一歩一歩模索しながら進んできました。

私は今年で６８歳になります。例えば、こ

の中に１７歳の方がおられるとすると、４倍

の年を重ねたことになりますけれども、６８

歳にとっての１年と１７歳にとっての１年で

は、１７歳にとっての１年の方が４倍も濃密

で重たいものなんですね。特に皆さんの年代

では、このコロナが与えた影響というのは、

学校の学び、或いは職場のこと。それから周

りの友人との関係、家族との関係、ひいては

進路の選択にも大きな影響があったと思いま

す。時には、思い描いていた夢が実現できず

に、或いは楽しみにしていた学校生活が送れ

ずに1年を過ごしてしまった仲間もいるかも

しれません。その中でも、１年ずつ、また年

を重ねながら、みんなで希望をつないでいく

わけなんですけれども。その１年間を通して、

皆さんが若者議会を通して、提案をしていた

だいた事業、そして若者議会を振り返っての
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１年間の皆さんの思いというのが、今日この

場でしっかりと表明され、また我々みんなが、

心して聞かせてもらいました。そんな重みの

ある皆さんの一言一言だったのかなと思いま

す。

私のある好きな海外のことわざでこんな言

葉こんな意味のことがあるんですね。「もし

も、君が大切なものを探したいならば、君の

家の裏庭に行ってみなさい」裏庭で探せない

ものはどこに行っても探すことはできないよ、

というそういう意味の、もうちょっとこうコ

ンパクトな教訓めいた言葉なんですけども意

味を言えばそういうことです。自分の半径、

３ｍ、１０ｍ、１００ｍぐらいでしょうかね

限度はね。その半径１００ｍの中で探せる物、

そこで見つけられるものが、まず自分たち自

身の宝物だっていうことを、私もこの年にな

って改めて思いますし、皆さんもまた違う年

代の目で、そのことに気づいてくれたのかな

あと皆さんの発言を聞きながら思いました。

今年は、東日本大震災の１０周年です。大

きな災害が起きたときの命を分けるもの。助

かる命助からない命、いろいろありますけれ

ども、命を分けるもの。結局何でしょうか。

少なくともその災害が起きたときに、今自分

がどこに立っているか。どこに向かって歩け

ば、命が助かるだろう。誰の手を引いていけ

ば、救える命があるだろうか。それは抽象的

なことじゃなくて、身の回りの本当半径数メ

ートルの中でのことなんですね。その半径数

メートルの中に、災害対策の靴がちゃんと置

いてあるだろうか。水があるだろうか。或い

は、情報を得る手段がどっかにあるだろうか。

これが、一瞬の命を分けてしまうわけですね。

さっき言った、裏庭に探してないものがどこ

にもないよというのは、そういう意味であり

ます。

今日は皆さん、ズーム会議、今日も台湾か

ら参加していただいてますよね。遠く離れた

ところでも瞬時に時間や空間を越えられるよ

うな技術手段を我々は持っているわけです。

そのために、このコロナ禍でもいろんなコミ

ュニケーションができました。けれども、当

たり前のように考えてみて、もし君たちの家

にＷｉＦｉ環境がなかったら、光ファイバー

が通ってなかったら、手元にスマホやＰＣが

なかったら、ズーム会議できますか、できま

せんよね。そこにも、半径１ｍの中に、自分

の拠り所を持ってるかどうか、足場を持って

るかどうかで全然違ってきます。ＷｉＦｉを

持ってない方にとっては、ＺＯＯＭ会議、イ

ンターネット、世界のことっていうのは、無

きに等しいものです。しかし我々はみんな心

して、新城市内に光ファイバー網を引き、そ

して学校のオンライン学習機能を整えてきま

した。そういうのを一つ一つの積み重ねの中

で、世界が瞬時に一瞬のうちに結びついて、

遠く離れていても、意思疎通ができるような

環境が整っている。

そして、君たち皆さんは新城とはどういう

まちかというのを、自分の裏庭を歩くように

探し求めて、そして自分なりの答えをこの１

年の中で獲得してきたと思うんですね。それ

が、これからの人生に繋がり、そして世界の

人々と繋がっていく。そういう、新城市の若

者議会であります。

第１回の若者議会のメンバーたちが何をや

ったか。自分たちは新城のことを、余りにも

知らなさすぎる。自分の裏庭のことを、余り

にも知らなさすぎる。その知らなさすぎるこ

とが世界に行くと、自分の考えは何一つ通用

しないっていうことも、第１期の若者議会の

皆さんが、直面、突き当たったことですよね。

そして新城のことを知るために足を運び、人

の話を聞き、そして自分の知らないところに

行き、門をたたき、そして見聞を広めて自分

たちの身の回りがどうなってるのかを知るこ

とで、初めてこの世界の実像というのを実感

を持ってつかむことができる。

半径３ｍの周りにいる人を思い浮かべてく
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ださい。皆さんの宝物だと思うんですね。友

達であり、家族であり、先生であり、弟や妹

であったりすると思います。その人々を大切

にできずに、抽象的人間を大切することもで

きませんし、世界を良くすることもできませ

ん。新城市の若者議会は、小さな５万人足ら

ずの小さなまちの物語ですけれども、その小

さなまちが、小さなまちの小さな青年たちが、

小さなまちのことを、小さな心で小さな目で、

小さな足で、見ることで、世界と繋がること

が初めてできます。それはどの場にいても同

じことだと思います。ですのでどうかこれか

らいろいろな場で活躍していくと思いますが、

裏庭にあるもの、半径３ｍにある宝物を大切

にして、それを自分の足場にしっかりと固め

て、そしてそこから通じていく世界、日本中、

いろんな人たちとの繋がりをつなげていただ

きたいなと思います。

新城市は、総合計画というのを持ってまし

て、第二期の総合計画は、「つながる力 豊

かさ開拓 山の湊しんしろ」これが私たちの

目指すまちの姿だと言っています。繋がると

いうことがどれほど大切なことかもまた、こ

の１年で我々実感をいたしました。繋がるた

めにはどうするのか。抽象的なことではなく

て、周りの人を誘い、手をつなぎ、声をかけ、

そしてその繋がりを、またそこから広めてい

ってもらうように。第７期はこの４月からま

た多くの委員を募集します。君たちの身の回

りにいる、半径３ｍ以内にいる友達をぜひま

た誘っていただいたり、兄弟に声をかけても

らったり、そしてその子たちにまたその半径

３ｍの人たちに声をかけてもらい、そしてそ

の人たちそれぞれに裏庭にある宝物を探して

もらえるように、それを寄せ集めたときに、

新城のまちがまた新しい輝きを持てるかなと

いうふうに思いました。

この１年間本当に皆さんご苦労様でしたお

疲れ様でした。貴重な体験をしていただけた

と思いますけれども、それをさらに多くの人

に伝えて広めていただけるように、自分たち

の自分の心の中にともった新しい火を、次の

人々にも確実に引き渡してもらえるように頑

張っていただきたいと思います。

多くの仲間に支えられて、皆さんが感謝の

言葉を述べてもらいました。ありがとうござ

いましたと素直にいえる皆さん、本当に素晴

らしいと思います。これからもその気持ちを

ずっと持ち続けて、願わくは６８歳になって

も、同じように若い気持ちでいられるように

していただきたいと思います。私も皆さんに

負けないように若い気持ちで市政に携わって

いきたいと思います。

一緒に頑張っていきましょう。ありがとう

ございました。

○市園響議長 ありがとうございました。議

長としての私を支えてくださった皆様、本当

に感謝しております。

この第６期のメンバーが初めて顔を合わせ

たのは、オンライン上でした。このメンバー

で新たな政策を作っていくんだという志を持

ちながらも、どこか、この先どうなるのか、

全く予想のつかない状況で、満足のいく活動

はできるのだろうかといった不安を抱えてい

ました。きっと、すぐに対面での会議ができ

るだろうという思いもありました。ところが、

なかなか収まらないどころか、新城市での感

染も拡大していき長い間、オンラインでの会

議を余儀なくされました。

初めの頃は、実際に会ったこともないメン

バーとなれない機器を使っての会議は大変な

ことも多くありました。しかし、手探りの中、

こうして４つの委員会が無事に政策をまとめ

上げることができたことは、本当に素晴らし

いことだと思います。

そして、今年は私が当初から切望していた

国際交流委員会を立ち上げ、議論できたこと

をとてもうれしく思います。この委員会への

参加を通して、今まで見えてこなかった外国

籍市民の声、よりはっきりと、日本人と外国
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人の間にある壁を知ることができました。国

際社会にありながらも、分断の時代と言われ

る昨今に、このような問題が身近にあること

を知り、その原因や解決策について議論がで

きたことは、大変貴重で価値のあることだと

考えています。私たちが、解決策の一つとし

て考えたイベント開催。日本人と外国人が触

れ合うきっかけ、異文化に触れ合うきっかけ

になるよう、大イベントと継続的な小イベン

トを提案しました。来年度の開催を目標に考

えていますが、やはりこのコロナ禍、確実に

実現できるとは言いがたいかもしれません。

しかし、その中でも、支援を必要としている

人がいます。一刻も早く、コロナが収束し、

イベントが開催できることを願うとともに、

来期の委員や市の方々にも、ぜひ国際交流に

ついての議論を受け継いでいただけることを

願っています。

この若者議会は、素敵な出会い、素敵な考

え、そして素敵な経験を私に与えてください

ました。全員で顔を合わせられる機会が非常

に少なかった今期ですが、ぜひとも、この繋

がり、この経験を将来の進路に生かし、また

新城市に携われたらなと思います。

今期、そして前期合わせて２年間、本当に

お世話になりました。ありがとうございまし

た。

これをもちまして、第１５回新城市若者議

会を閉会させていただきます。

閉 会 午後９時


